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近
年
、
世
界
の
ゴ
ル
フ
界
で
は
「Sustai-

nablity

（
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
）」
が
重
要
な

キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
。
経
済
・
環
境
・

社
会
の
３
面
か
ら
持
続
可
能
性
を
追
求
す
る

試
み
だ
が
、
日
本
で
い
ち
早
く
取
組
み
を
始

め
た
の
が
横
浜
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
36
Ｈ
）

だ
。
２
０
１
４
年
春
頃
か
ら
剪
定
枝
や
伐
採

樹
、
刈
粕
な
ど
を
活
用
す
る
環
境
配
慮
型
温

熱
プ
ラ
ン
ト
の
検
討
を
開
始
し
、
今
春
完
成

さ
せ
て
い
る
。

　

プ
ラ
ン
ト
は
、
①
破
砕
機
（
処
理
量

４
８
０
０
㎏
／
日
、
電
動
消
音
振
動
型
）、
②

ス
ト
ッ
カ
ー
（
容
積
10
㎥
未
満
、
ボ
イ
ラ

ー
排
熱
乾
燥
シ
ス
テ
ム
）、
③
燃
焼
ボ
イ
ラ

ー
（
熱
量
16
万
６
０
０
０
kcal
／
ｈ
、
火
床
面

積
０
・
49
㎡
、
焼
却
能
力
48
㎏
／
ｈ
）、
④
バ

グ
フ
ィ
ル
タ
ー
（
高
温
用
炉
布
）、
⑤
貯
湯
槽

（
３
０
０
０
ℓ
）
な
ど
か
ら
な
り
、
耐
用
年
数

は
15
年
と
な
っ
て
い
る
。

「
本
件
の
取
組
み
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

関
連
事
業
と
し
て
、
当
ク
ラ
ブ
の
関
連
会
社

で
あ
るN
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㈱
よ

り
提
案
を
受
け
た
も
の
で
、
燃
焼
効
率
な
ど

ゴ
ル
フ
場
独
自
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
間
伐
材
や
剪
定
枝

を
メ
イ
ン
に
使
用
し
て
い
ま
す
。
環
境
へ
の

配
慮
も
当
然
な
が
ら
、
廃
棄
コ
ス
ト
の
削
減

に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
」

　

と
は
、
支
配
人
代
行
兼
事
業
一
部
長
の
秋薪を破砕してチップに

ストッカー

ボイラー。排熱
でストッカーの
チップを乾燥

クラブハウス内の給湯へ

山
朋
胤
氏
。

　

業
界
内
で
は
、
長
ら
く
間
伐
材
や
刈
粕
の

処
理
は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
場

内
で
の
資
源
循
環
の
好
例
と
し
て
、
大
い

に
検
討
す
る
価
値
が
あ
る
。
同
Ｃ
Ｃ
で
は
、
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社
を
通
じ
て

情
報
を
発
信
し
て
い
く
と
い
う
。

〝
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
〟な

 
温
熱
プ
ラ
ン
ト

 

横
浜
Ｃ
Ｃ（
神
奈
川
県
）


